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大島 清 く京大 ･霊長研)
日本ザルの妊娠時並びに非妊時の血中ホルモン動僧を
系統的に追求する研死の一環として本年度は妊娠ザル2
硯 (No･177,179)を対象とし.妊娠後半期より産栂朋
(2月9日-7月 l日)までの血中steroidhormoneの
綻時的変化を検討した｡測定した steroidhormoneは
estradiol(E2),eStrOne(EI),Progesterone(P),20α-
dihydroprogesterone(20P)および 17α･hydroxyproge･
stcronc(17P)の5種類で. これらを2王冠茄の celite
columnchromatographyにより分類した後,おのおの
spccinlCradioimmunoasayにて甜定した｡No.177は
分娩16過納より採血を開始,E2レベルは80pg/mlから
だ城の巡行と火に分娩3退前の400pg/mlまで次卿 こ上
昇し,分娩1ま那可抑こは120pg/mlと低下して分娩に至
った｡ElもE2と昭同じパターンを示し.そのレベルも
E2と同程度であった｡妊奴按糊のP,20P,17Pレベル
には大きな変動はなく.それぞれ 2-4mg/ml,0.5-I.0
ng/ml,50-250pg/mlの花田を維持し.分娩前には全
て低下幌向を示した｡分娩13割 は りrolowupした
No･179の血中E2レベルは.当初の250pglmlより次
節に上昇し.分娩1日n'Jには 2,600pg/mlに遜し.El
レベルも150pg/mlから870pg/mtへと上昇が認めら
れた｡一方このサルの分娩13凋力いこ1.8,0.8nglmlであ
ったP,20P位もその後桝脚して.分娩1日前には 3.4,
2･7nglmlと前脚 こ通し,17Pレベルは分娩3週前まで
は100-300pg/mlと明らかな変化はみられなかったが,
分娩前には500pglmlと軽皮の上界を示した｡産婦期の
変化ではNo･177において.E2,El仏はいずれも30pg/
mlと低下をみたが,Pは分娩後3週間に至るもlngImi
と高値がみられ.また No･179では分娩3週間後のE2,
P,20P伯は1,000pg/mt,2･9,2.7ng/mlと高値が認め
られた｡今回検討した2銃の日本ザルの妊娠中.産柘期
の血巾steroidhormoncの動僧は動物により可成り只な
るJ{ターンを示す耶が明らかとなり,また既報のrhcsus
の変化とも丑的TI的に差がある可能性が示唆された｡さ
らに多くのサルについて検討することにより日本ザルの
生餌先知に関する内分泌学的な特異性を節明することが
できるものと考えられる｡
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